




Development of a Novel Nanoemulsion Formulation to Improve Intestinal 
Absorption of Cannabidiol 
（カンナビジオールの吸収改善を目的とした新規ナノエマルション製剤
開発） 














は Tween-20，エタノール，ビタミン E と蒸留水を混合して作製し，澄明
なものを用いた．絶食した Wistar 系雄性ラットに CBD オリーブオイル
溶液（control）（100 mg/kg）又は CBD-NE（50 mg/kg）を経口投与し，
経時的に採血を行った．また，胆汁を除去したラットに control 又は
CBD-NE を経口投与（50 mg/kg）し，経時的に採血を行った． LC-MS/MS
で血漿中 CBD 濃度を測定し，薬物動態パラメータを算出した． 
【結果】血漿中 CBD 濃度測定に関し、良好なバリデーション結果を得た．
作成した CBD-NE の粒子サイズは 45 nm 以下と十分小さく，また，６か
月経過後でも CBD-NE の外観は澄明なままであり、不溶性微粒子等の生
成も認められなかった．吸収動態試験において，CBD-NE 群は control











は脂質を多く含む食事の影響を受け，その Cmaxと AUC はそれぞれ 5 倍




結論として，本研究で開発した新規 CBD-NE 製剤は経口投与時の CBD
吸収動態を改善し，胆汁分泌の影響を受けないことから，臨床的有用性が
示唆された． 
